
　
「
洗
濯
を
し
、
身
体
を
洗
い
、
時
に
は
排
せ
つ
も
す

る
湖
や
川
な
ど
の
、
安
全
で
は
な
い
水
を
直
接
飲
ん

で
い
ま
す
」（
マ
ラ
ウ
イ
）。「
安
全
な
水
が
得
ら
れ
な

い
た
め
、
汚
れ
た
水
を
我
慢
し
て
飲
ん
で
い
ま
す
」

（
エ
チ
オ
ピ
ア
）。「
毎
日
の
飲
み
水
や
食
事
の
支
度
を

す
る
た
め
の
安
全
な
水
を
得
る
た
め
に
、
女
性
や
子

ど
も
た
ち
が
、
毎
日
数
時
間
か
け
て
水
汲
み
に
い
き

ま
す
」（
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
）。「
水
く
み
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、学
校
へ
行
く
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
。

登
校
で
き
る
子
ど
も
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、
閉
校

す
る
学
校
も
で
て
い
ま
す
」（
マ
ラ
ウ
イ
）。「
十
分
な

飲
料
水
は
あ
り
ま
す
が
、
今
こ
そ
水
と
の
付
き
合
い

方
を
変
え
な
け
れ
ば
、
将
来
、
水
不
足
は
起
き
ま
す
。

水
に
対
す
る
人
々
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
大
切
で

す
。」（
ド
イ
ツ
）

―
。

◇

　

第
三
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
中
の
「
世
界
子
ど

も
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、
三
十
八
の
主
要
テ
ー
マ
か

ら
組
織
さ
れ
た
三
百
五
十
一
分
科
会
の
一
つ
と
し

て
、
去
る
三
月
に
京
都
市
な
ど
で
開
催
さ
れ
た
。
耳

を
疑
い
た
く
な
る
よ
う
な
発
展
途
上
国
の
窮
状
を
は

じ
め
、
先
進
国
の
子
ど
も
た
ち
の
「
地
球
の
水
危
機
」

を
示
唆
し
た
も
の
ま
で
世
界
の
水
事
情
は
重
大
で
、

多
様
で
あ
っ
た
。

　

中
で
も
、
水
道
の
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
、
安
全
な
水

が
簡
単
に
得
ら
れ
る
日
本
や
先
進
国
の
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
、
途
上
国
の
水
を
め
ぐ
る
諸
問
題
は
信
じ

難
い
、
大
き
な
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。
と

同
時
に
、
水
環
境
健
全
化
の
意
識
が
高
い
日
本
の
子

ど
も
た
ち
も
、
世
界
の
水
問
題
の
原
点
で
あ
る
、「
命

の
水
、
安
全
な
水
」
の
確
保
の
た
め
の
議
論
に
参
加

し
な
が
ら
、
一
滴
の
水
の
重
要
性
を
改
め
て
再
確
認

し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
議
論
の
結
集
が
、「
子
ど
も

水
宣
言
」
で
あ
る
。
こ
の
宣
言
文
は
、
参
加
三
十
二

カ
国
の
子
ど
も
た
ち
が
、
文
化
や
言
語
、
習
慣
の
違

い
を
こ
え
て
、
百
九
人
全
員
で
作
成
し
た
。

　

宣
言
は
、
愛
と
平
和
と
調
和
の
名
の
も
と
に
、「
子

ど
も
、
水
、
衛
生
、
衛
生
習
慣
に
関
す
る
事
業
」
に

つ
い
て
、
政
策
決
定
者
の
支
持
と
子
ど
も
の
参
加
、

保
護
、
生
存
、
発
達
の
確
保
を
う
た
っ
て
い
る
。
水

に
関
す
る
多
様
な
情
況
と
認
識
の
中
で
、
当
初
は
議

論
が
か
み
合
わ
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
、
六
日
間

の
交
流
と
議
論
の
中
で
、次
第
に
互
い
を
認
め
合
い
、

相
互
理
解
の
も
と
に
高
ら
か
に
宣
言
が
な
さ
れ
た
こ

と
は
、
第
三
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
一
つ
の
大
き

な
成
果
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
地
球
人
口
の
三
割
は

子
ど
も
た
ち
で
あ
る
。
未
来
を
見
据
え
た
新
た
な
巨

大
な
力
を
感
じ
る
。

　

昨
夏
、
開
催
し
た
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

「
全
国
子
ど
も
水
会
議
イ
ン
最
上
川
」と
第
三
回
世
界

子
ど
も
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
た
、
広
田
岳
士
さ

ん
（
横
浜
市
、
中
学
二
年
生
）
か
ら
フ
ォ
ー
ラ
ム
以

降
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
「
第

三
回
世
界
子
ど
も
水
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
参
加
し
て
」
と
題
し
て
次

の
よ
う
な
寄
稿
を
頂
い
た
。

◇

　

僕
が
初
め
て
「
世
界
子
ど
も

水
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
い
う
言
葉

を
聞
い
た
の
は
、
去
年
、
酒
田
市
で
開
催
さ
れ
た

「
全
国
子
ど
も
水
会
議
イ
ン
最
上
川
」
の
時
だ
っ
た
。

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
聞
い
て
、
是
非
参
加
し
た
く

な
っ
た
。
数
カ
月
後
、
参
加
者
募
集
を
知
り
、
普
段
、

タ
マ
ち
ゃ
ん
が
来
た
帷
子
川
で
行
な
っ
て
い
る
活
動

を
ま
と
め
て
提
出
し
、
見
事
日
本
代
表
の
一
人
に
え

ら
ば
れ
た
。

　

三
月
十
八
日
、
開
催
地
の
京
都
に
入
っ
た
。
翌
十

九
日
清
水
寺
に
行
っ
た
。
そ
こ
で
は
世
界
各
国
の
子

ど
も
た
ち
と
三
種
類
の
水
を 
桶 
で
楽
し
ん
だ
。
二
十

お
け

日
、
二
十
一
日
は
、
滋
賀
県
の
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
で
水
問
題
を
テ
ー
マ
に
分
科
会
が
始
ま
っ
た
。

　

分
科
会
で
は
、
参
加
者
が
四
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か

れ
て
議
論
。
僕
は
「
水
の
多
様
な
使
い
方
―
自
然
、

遊
び
、
文
化
」
の
テ
ー
マ
に
参
加
し
た
。
外
国
の
子

ど
も
た
ち
が
十
五
人
、日
本
代
表
が
十
人
ほ
ど
い
た
。

議
論
の
結
果
、
世
界
の
川
は
水
が
と
て
も
汚
れ
て
い

る
と
い
う
話
が
多
く
出
た
が
、
結
局
水
に
関
連
し
た

神
話
や
お
と
ぎ
話
、
宗
教
的
な
物
語
が
中
心
に
な
っ

た
。
こ
の
分
科
会
に
参
加
し
た
世
界
の
人
た
ち
は
、

日
本
側
と
は
、あ
ま
り
話
し
が
か
み
合
わ
な
か
っ
た
。

で
も
、
世
界
の
水
事
情
が
分
か
り
と
て
も
い
い
勉
強

に
な
っ
た
。
今
、
僕
た
ち
は
、
日
本
の
水
に
関
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。　

（「
ナ
イ
ス
さ
か
た
」
編
集
長
、
酒
田
市
）
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「
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
」と
子
ど
も
た
ち
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